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中
央
大
学
刑
事
判
例
研
究
会

刑
事
判
例
研
究
⑻

刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
過
料
の
制
裁
は
、
憲
法
三
一
条
、
三
七
条
三
項
に
違
反
し
な
い

と
さ
れ
た
事
例

山　
　

田　
　

峻　
　

悠

弁
護
人
に
対
す
る
出
頭
在
廷
命
令
に
従
わ
な
い
こ
と
に
対
す
る
過
料
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
棄
却
決
定
に
対

す
る
特
別
抗
告
、
最
高
裁
判
所
平
二
七
（
し
）
一
四
九
号
、
同
二
七
年
五
月
一
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
、
刑
集

六
九
巻
四
号
五
七
三
頁
、
裁
時
一
六
二
八
号
三
頁
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
判
タ
一
四
一
八
号
一
〇
五
頁
、

判
時
二
二
七
五
号
一
三
九
頁

　
【
事
実
の
概
要
・
訴
訟
の
経
緯
】

　

被
告
人
は
、「
大
阪
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
大
阪
市
屋
外
広
告
物
条
例
違
反
被
告
事
件
に
つ
き
公
判
審
理
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
…
、
大
阪
市
北
区
内

を
走
行
中
の
捜
査
用
車
両
内
に
お
い
て
、
勾
引
状
に
基
づ
き
被
告
人
を
同
裁
判
所
へ
引
致
す
る
職
務
に
従
事
し
て
い
た
警
察
官
に
対
し
、
右
脇
腹
を
蹴
る

な
ど
の
暴
行
を
加
え
、
も
っ
て
同
警
察
官
の
職
務
の
執
行
を
妨
害
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
暴
行
に
よ
り
、
同
警
察
官
に
約
二
週
間
の
療
養
を
要
す
る
傷
害
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を
負
わ
せ
た
」
と
い
う
公
訴
事
実
で
訴
追
さ
れ
た
。
本
件
は
、
刑
訴
法
二
八
九
条
の
規
定
す
る
必
要
的
弁
護
事
件
で
あ
り
、
弁
護
人
が
い
な
け
れ
ば
開
廷

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

第
一
回
公
判
期
日
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、
手
錠
、
腰
縄
を
結
ば
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
入
廷
す
る
点
は
、
当
事
者
主
義
を
原
則
と
す
る
法
原
理
に
反
し

て
お
り
、
法
廷
に
入
る
前
に
手
錠
、
腰
縄
は
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
出
頭
し
な
か
っ
た
。
原
々
審
が
こ
の
被
告
人
の
主
張
を
否
定
す
る
と
、
第

二
回
、
第
三
回
公
判
期
日
に
お
い
て
、
被
告
人
の
国
選
弁
護
人
ら
も
被
告
人
に
同
調
し
公
判
に
出
頭
せ
ず
、
原
々
審
に
対
し
、
被
告
人
の
入
退
廷
時
の
措

置
と
し
て
、
被
告
人
が
入
廷
す
る
前
に
被
告
人
の
手
錠
を
外
し
腰
縄
を
解
き
、
被
告
人
が
退
廷
し
た
後
に
被
告
人
の
手
錠
を
施
錠
し
腰
縄
を
施
す
こ
と
等

を
求
め
る
申
立
書
を
提
出
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
官
は
、
原
々
審
に
対
し
、
弁
護
人
ら
の
解
任
及
び
新
た
な
弁
護
人
の
選
任
の
検
討
を
求
め
た
。
原
々
審
は
こ
の
弁
護
人
ら
を
解

任
し
、
本
件
申
立
人
ら
を
本
件
被
告
事
件
の
新
た
な
国
選
弁
護
人
に
選
任
し
た
。
申
立
人
ら
は
、
原
々
審
に
対
し
、
前
任
の
国
選
弁
護
人
ら
と
同
趣
旨
の

こ
と
を
求
め
る
申
立
書
を
提
出
し
、
第
四
回
公
判
期
日
に
出
廷
し
な
か
っ
た
。
こ
の
出
頭
拒
否
に
対
し
て
、
原
々
審
は
、
検
察
官
の
請
求
を
受
け
、
申
立

人
ら
に
対
し
て
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
出
頭
在
廷
命
令
を
下
し
た
が
、
第
五
回
公
判
期
日
に
も
申
立
人
ら
は
出
頭
し
な
か
っ
た
。
原
々

審
は
、
申
立
人
が
正
当
な
理
由
な
く
出
頭
在
廷
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
基
づ
き
、
申
立
人
を
過
料
金
三
万
円

に
処
す
る
旨
の
決
定
を
し
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
申
立
人
ら
は
憲
法
三
一
条
、
三
七
条
三
項
違
反
を
理
由
に
し
て
即
時
抗
告
を
行
っ
た
。

　

原
審
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
き
、
申
立
人
ら
の
抗
告
を
棄
却
し
た
。

　
「
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
は
、
公
判
期
日
等
へ
の
出
頭
、
在
席
又
は
在
廷
を
命
じ
ら
れ
た
検
察
官
又
は
弁
護
人
が
正
当
な
理
由
な
く
こ
れ
に
従

わ
な
い
と
き
、
一
〇
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
こ
と
な
ど
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
条
項
は
、
刑
事
裁
判
の
充
実
・
迅
速
化
を
目
的
と

し
て
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
第
六
二
号
）
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
訴
訟
指
揮
の
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
の
改
正
の
一
つ
で
あ
る
。
検
察
官
や
弁
護
人
が
、
指
定
さ
れ
た
公
判
期
日
に
出
頭
し
な
い
場
合
に
は
、
公
判
期
日
が
空
転
し
て
審
理
の
遅
延
を
招

く
こ
と
が
多
く
、
現
に
、
こ
れ
ま
で
、
当
事
者
が
、
裁
判
所
の
公
判
期
日
の
指
定
を
不
満
と
し
て
こ
れ
に
従
わ
ず
出
頭
し
な
か
っ
た
事
例
や
、
裁
判
所
の
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示
し
た
公
判
期
日
の
指
定
方
針
に
応
じ
ら
れ
な
い
と
し
て
当
事
者
が
不
出
頭
を
ほ
の
め
か
し
た
た
め
裁
判
所
が
公
判
期
日
の
指
定
を
断
念
し
た
事
例
が
見

ら
れ
、
審
理
遅
延
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
他
方
、
検
察
官
や
弁
護
人
が
、
裁
判
所
（
又
は
裁
判
長
）
の
訴
訟
指
揮
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、

異
議
の
申
立
て
、
上
訴
等
の
刑
訴
法
所
定
の
手
続
に
よ
っ
て
主
張
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
法
令
上
の
手
続
に
よ
ら
ず
に
、
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮

の
不
当
性
を
論
難
し
て
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
改
正
法
は
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
、

裁
判
所
が
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
又
は
弁
護
人
に
、
公
判
期
日
等
へ
の
出
頭
、
在
席
又
は
在
廷
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
と
も
に
、

同
条
三
項
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
な
く
そ
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
検
察
官
又
は
弁
護
人
を
、
召
喚
を
受
け
た
証
人
が
出
頭
し
な
い
場
合
の
制
裁
（
刑

訴
法
一
五
〇
条
）
と
同
様
、
一
〇
万
円
以
下
の
過
料
を
処
す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
立
法
目
的
や
規
定
の
内
容
に
照
ら
す
と
、
同

条
項
が
、
所
論
指
摘
の
憲
法
三
一
条
、
三
七
条
三
項
に
反
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」。

　

こ
の
原
審
決
定
に
対
し
て
申
立
人
ら
は
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
に
よ
る
当
事
者
へ
の
出
頭
在
廷
命
令
の
実
効
性
担
保
は
、
弁
護
士
法
上
の
懲

戒
制
度
で
十
分
で
あ
り
、
正
当
な
理
由
が
な
く
上
記
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
当
事
者
に
対
し
て
過
料
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
る
同
条
の
二
第
三

項
は
、
合
理
性
、
必
要
性
を
著
し
く
欠
き
、
国
家
権
力
に
介
入
さ
れ
な
い
弁
護
権
を
行
使
す
る
弁
護
人
の
弁
護
を
受
け
る
被
告
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
等

と
主
張
し
特
別
抗
告
を
行
っ
た
。

　
【
本
決
定
】

　

抗
告
棄
却
（
裁
判
官
全
員
一
致
）。

　
「
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
同
条
の
二
第
一
項
に
よ
る
出
頭
在
廷
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
検
察
官
又
は
弁
護
人
を
一
〇
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
一
部
の
事
件
で
当
事
者
に
よ
る
公
判
廷
へ
の
不

当
な
不
出
頭
や
退
廷
が
審
理
遅
延
の
一
つ
の
原
因
に
な
っ
て
お
り
、
刑
事
裁
判
の
充
実
、
迅
速
化
の
た
め
に
は
裁
判
所
の
期
日
の
指
定
等
の
訴
訟
指
揮
の

実
効
性
を
担
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
連
日
的
、
計
画
的
な
審
理
を
要
請
す
る
裁
判
員
制
度
の
導
入
を
機
に
そ
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
た
と
し
て
、
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刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
第
六
二
号
）
に
よ
っ
て
、
新
た
に
裁
判
所
が
弁
護
人
ら
に
対
し
て
出
頭
在
廷
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
命
令
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
過
料
等
の
制
裁
の
規
定
も
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
過
料
の

制
裁
は
、
訴
訟
手
続
上
の
秩
序
違
反
行
為
に
対
す
る
秩
序
罰
と
し
て
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
弁
護
士
会
等
に
お
け
る
内
部
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の

弁
護
士
法
上
の
懲
戒
制
度
と
は
、
目
的
や
性
質
を
異
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
に
よ
る
公
判
期
日
等
へ
の
出
頭
在
廷
命
令

に
正
当
な
理
由
な
く
従
わ
な
か
っ
た
弁
護
人
に
対
す
る
過
料
の
制
裁
を
定
め
た
同
条
の
二
第
三
項
は
、
訴
訟
指
揮
の
実
効
性
担
保
の
た
め
の
手
段
と
し
て

合
理
性
、
必
要
性
が
あ
る
と
い
え
、
弁
護
士
法
上
の
懲
戒
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
憲
法
三
一
条
、
三
七
条
三
項
に
違
反
す
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
（
最
高
裁
昭
和
二
九
年
（
オ
）
第
二
三
六
号
同
三
三
年
四
月
三
〇
日
大
法
廷
判

決
・
民
集
一
二
巻
六
号
九
三
八
頁
、
最
高
裁
昭
和
二
八
年
（
秩
ち
）
第
一
号
同
三
三
年
一
〇
月
一
五
日
大
法
廷
決
定
・
刑
集
一
二
巻
一
四
号
三
二
九
一
頁
）

の
趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
」。

　
「
所
論
は
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
は
、
弁
護
士
自
治
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
と
も
い
う
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
弁
護
士
で
あ
る
弁
護
人
に
対

し
て
同
項
の
過
料
決
定
を
し
た
と
き
は
、
同
条
の
二
第
五
項
に
よ
り
、
当
該
弁
護
士
の
所
属
す
る
弁
護
士
会
又
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
通
知
し
、
適
当
な

処
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
請
求
を
受
け
た
者
は
、
何
が
「
適
当
な
処
置
」
で
あ
る
か
自
ら
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
、
法
令
上
の
懲
戒
処
分
等
の
懲
戒
措
置
を
と
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
」
こ
の
主
張
は
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。

　

刑
訴
法
四
三
四
条
、
四
二
六
条
一
項
に
よ
り
、
本
件
抗
告
を
棄
却
す
る
。

　
【
研　

究
】

　

一　

は
じ
め
に

　

本
件
は
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
に
よ
る
公
判
期
日
等
へ
の
出
頭
在
廷
命
令
に
正
当
な
理
由
な
く
従
わ
な
か
っ
た
弁
護
人
に
対
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す
る
過
料
の
制
裁
を
定
め
た
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
が
、
憲
法
三
一
条
、
三
七
条
三
項
に
違
反
し
な
い
か
が
争
わ
れ
た
事
例
で
あ

る（１
）。

　

本
件
に
お
い
て
、
公
務
執
行
妨
害
及
び
傷
害
被
告
事
件
の
被
告
人
の
弁
護
人
で
あ
る
申
立
人
ら
は
、
手
錠
・
腰
縄
姿
で
の
法
廷
で
の
入

廷
は
当
事
者
主
義
に
反
す
る
（
２
）旨
主
張
し
て
公
判
廷
へ
の
出
頭
を
拒
否
し
た
被
告
人
に
同
調
し
て
出
廷
を
拒
否
し
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二

第
一
項
に
基
づ
く
出
頭
在
廷
命
令
に
も
従
わ
な
か
っ
た
。
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
裁
判
の
迅
速
化
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
規
定
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な
訴
訟
指
揮
に
対
す
る
不
服
を
理
由
と
す
る
命
令
拒
否
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
３
）。
こ
の
出
頭
在
廷
命

令
違
反
に
対
し
て
原
々
審
は
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
よ
り
過
料
の
制
裁
を
科
す
と
と
も
に
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
五
項
に

よ
り
、
当
該
弁
護
人
が
所
属
す
る
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
通
知
し
、
適
切
な
処
置
を
と
る
よ
う
に
請
求
を
行
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
本
件
に
お
い
て
申
立
人
は
、
出
頭
在
廷
命
令
に
違
反
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
よ
る
過
料
、
お
よ

び
、
裁
判
所
の
通
知
を
受
け
た
弁
護
士
会
に
よ
る
懲
戒
と
い
う
二
つ
の
制
裁
が
科
さ
れ
る
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
４
）。
こ
れ
に
対

し
て
申
立
人
ら
は
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
に
よ
る
出
頭
命
令
の
実
効
性
の
担
保
は
弁
護
士
法
に
基
づ
く
懲
戒
の
み
で
十
分
で
あ

り
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
よ
る
過
料
の
制
裁
は
必
要
性
・
合
理
性
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
国
家
権
力
の
介

入
を
受
け
な
い
弁
護
権
を
行
使
す
る
弁
護
人
の
弁
護
を
受
け
る
被
告
人
の
権
利
を
侵
害
し
、
し
た
が
っ
て
、
憲
法
三
一
条
、
三
七
条
三
項

に
反
す
る
と
主
張
し
た
。

　

本
件
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
申
立
人
の
主
張
に
沿
っ
て
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
の
合
理
性
、
必
要
性
に
検
討
を
加
え
、
弁
護
士

法
に
基
づ
く
懲
戒
と
同
条
項
が
そ
の
目
的
・
性
質
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
か
ら
、
弁
護
士
法
に
基
づ
く
懲
戒
と
い
う
制
裁
が
別
に
存
在
す

る
と
し
て
も
、
同
条
項
が
合
理
性
・
必
要
性
が
欠
け
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
。



三
一
八

　

二　

刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
及
び
弁
護
士
法
五
六
条
以
下
の
懲
戒
手
続
き
の
目
的
・
性
質

　
（
一
）　

刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
の
目
的
・
性
質

　

刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
は
、
平
成
一
六
年
の
刑
訴
法
改
正
（
平
成
一
六
年
法
律
第
六
二
号
）
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
。

こ
の
改
正
の
背
景
と
し
て
、
①
当
事
者
が
、
裁
判
所
の
期
日
指
定
を
不
満
と
し
て
こ
れ
に
従
わ
ず
期
日
に
出
頭
し
な
か
っ
た
事
例
な
ど
が

示
す
よ
う
に
、
検
察
官
、
弁
護
人
が
公
判
期
日
に
出
頭
し
な
い
こ
と
が
審
理
遅
延
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
②
裁
判
員
裁
判

の
導
入
に
よ
り
、
連
日
的
で
計
画
的
な
審
理
実
現
の
要
請
が
一
層
強
ま
り
、
裁
判
所
に
よ
る
期
日
指
定
に
関
す
る
訴
訟
指
揮
の
実
効
性
を

担
保
す
る
必
要
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
い
う
事
情
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
５
）。
こ
れ
ら
の
事
情
を
受
け
、
刑
事
裁

判
の
充
実
・
迅
速
化
を
図
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
期
日
指
定
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
、
公
判
期
日
に
出
頭

を
命
じ
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
者
に
対
し
、
過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
同
条
項
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

司
法
制
度
改
革
審
査
会
の
議
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
指
揮
に
従
わ
な
い
弁
護
活
動
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
倫
理
の
問
題
で
あ
り
、

弁
護
士
会
に
よ
る
懲
戒
制
度
で
対
処
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
過
料
を
定
め
る
こ
と
に
強
い
反
対
意
見
も
存
在
し
て
い
た
（
６
）。
と
は
い

え
、
現
実
に
こ
れ
ま
で
弁
護
士
会
の
懲
戒
制
度
で
は
、
公
判
期
日
へ
の
当
事
者
の
不
出
頭
を
理
由
と
す
る
審
理
遅
延
を
抑
止
で
き
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
こ
の
反
対
意
見
は
退
け
ら
れ
て
い
る
（
７
）。
こ
の
立
法
時
の
議
論
に
照
ら
せ
ば
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三

項
は
、
弁
護
士
法
に
基
づ
く
懲
戒
制
度
の
み
で
は
、
公
判
期
日
へ
の
不
出
頭
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
定
め
ら

れ
た
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
二
）　

弁
護
士
の
自
治
と
弁
護
士
法
五
六
条
以
下
の
懲
戒
制
度
の
目
的

　

弁
護
士
法
一
条
に
は
「
弁
護
士
は
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
社
会
正
義
を
実
現
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。



刑
事
判
例
研
究 

⑻
（
山
田
）

三
一
九

こ
の
使
命
を
果
た
す
際
に
弁
護
士
は
国
家
権
力
と
対
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
生
じ
る
が
、
こ
の
場
合
に
弁
護
士
が
裁
判
所
等
の
監
督

に
服
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
使
命
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
８
）。
そ
れ
ゆ
え
、
弁
護
士
の
職
務
の
遂
行
の
保
障
を
通
じ
て
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
と
社
会
正
義
の
実
現
を
期
す
る
た
め
に
、
弁
護
士
に
は
自
治
権
が
認
め
ら
て
お
り
、
弁
護
士
法
で
は
、
従
前
国
家
が
掌

握
し
て
い
た
弁
護
士
の
職
務
の
適
性
を
保
障
す
る
た
め
の
監
督
権
を
弁
護
士
の
自
治
団
体
で
あ
る
弁
護
士
会
と
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
す

べ
て
委
譲
し
て
い
る
。

　

こ
の
監
督
権
の
う
ち
の
一
つ
が
弁
護
士
の
懲
戒
権
限
で
あ
り
、
弁
護
士
法
で
は
五
六
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
懲
戒
制
度
が
定
め

ら
れ
た
目
的
と
し
て
は
、
弁
護
士
の
職
務
執
行
上
の
誠
実
性
及
び
品
位
を
保
つ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
護
士
は
上
述

し
た
よ
う
な
使
命
を
果
た
す
た
め
に
一
般
人
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
強
大
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
反
面
、
そ
の
権
限
の
行
使
に
は

誠
実
性
と
品
位
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
保
障
方
法
と
し
て
懲
戒
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
９
）。

　

弁
護
士
の
懲
戒
請
求
は
誰
で
も
で
き
る
が
、
裁
判
官
、
検
察
官
か
ら
請
求
が
な
さ
れ
る
場
合
は
特
別
な
配
慮
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
裁
判
官
、
検
察
官
か
ら
懲
戒
請
求
が
な
さ
れ
る
場
合
、
具
体
的
な
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
検
察
官
や

裁
判
官
と
弁
護
人
の
間
で
紛
議
が
生
じ
た
た
め
に
、
そ
の
特
定
の
刑
事
弁
護
活
動
自
体
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
下
に
な
さ
れ
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
請
求
に
基
づ
い
て
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
に
よ
り
弁
護
活
動
が
委
縮
す
る
虞
が
あ
る
た
め
で
あ
る）10
（

。
し

た
が
っ
て
、
訴
訟
指
揮
に
弁
護
人
が
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
裁
判
官
が
懲
戒
請
求
を
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
実
際
に
懲
戒
処

分
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
し
た
司
法
制
度
改
革
審
査
会
で
弁
護
士
法
に
基
づ
く
懲
戒
制
度
が
、
弁
護
人
の
公
判
期
日
等
の
不

出
頭
を
抑
制
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。



三
二
〇

　

三　

本
決
定
の
検
討

　
（
一
）　

刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
の
合
理
性
・
必
要
性
に
つ
い
て

　

本
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
の
必
要
性
、
合
理
性
を
前
述
し
た
よ
う
な
立
法
事
実
か
ら
簡
潔
に
根
拠

づ
け
た
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
に
よ
る
公
判
廷
へ
の
不
出
頭
が
審
理
の
遅
延
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
及
び
、
裁
判
員
裁
判
導

入
を
機
に
、
審
理
の
一
層
の
迅
速
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
原
因
に
よ
る
訴
訟
遅
延
を
抑
制
す
る
た
め

に
過
料
を
用
い
る
こ
と
に
は
必
要
性
と
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
そ
れ
以
上
詳
細
な
検
討
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、

最
高
裁
が
引
用
し
た
最
決
昭
和
三
三
年
一
〇
月
一
五
日
刑
集
一
二
巻
一
四
号
三
二
九
一
頁
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
最
高
裁
が
同
条
項

の
よ
う
な
訴
訟
指
揮
の
実
効
性
を
担
保
す
る
手
段
に
高
い
必
要
性
、
合
理
性
を
見
出
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
判
例
で

は
、
法
廷
の
秩
序
も
し
く
は
裁
判
所
の
権
威
を
損
な
う
行
為
に
対
し
て
監
置
、
抑
留
等
の
制
裁
を
科
す
こ
と
を
規
定
し
た
法
廷
等
の
秩
序

維
持
に
関
す
る
法
律
の
合
憲
性
が
争
点
と
な
っ
た
。
最
高
裁
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
裁
判
所
に
付
与
さ
れ
る
権
限
は
、
英
米
法
系
に
み
ら

れ
る
法
廷
侮
辱
（contem

pt of court

）
の
行
為
に
対
す
る
制
裁
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
法
廷
の
秩
序
、
裁
判
の
威
信
を
保
つ
こ
と
で

司
法
の
正
常
な
運
営
を
保
つ
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
に
直
接
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
旨
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
最
高
裁
は
法
廷
等
の
秩

序
維
持
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
権
限
は
直
接
憲
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
よ
う
な
高
い
必
要
性
、
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。
本
件
で
は
、
法
廷
警
察
権
が
問
題
と
な
っ
た
こ
の
先
例
と
は
異
な
り
、
訴
訟
指
揮
に
当
事
者
が
従
わ
な
い
場

合
の
制
裁
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
は
と
も
に
英
米
法
に
お
け
る
裁
判
所
侮
辱
に
対
す
る
裁
判
所
の
監
督
権
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る）11
（

。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
公
判
期
日
に
関
す
る
訴
訟
指
揮
に
反
す
る
行
為
に
対
し
て
制
裁
を
科
す
こ
と
に
も
同
様
の

高
い
必
要
性
、
合
理
性
が
あ
る
こ
と
を
最
高
裁
は
前
提
と
し
て
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
二
）　

申
立
人
の
主
張
に
対
し
て
最
高
裁
が
示
し
た
立
場

　

本
件
で
の
申
立
人
の
主
張
は
、
弁
護
士
会
の
懲
戒
制
度
の
み
で
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
の
出
頭
命
令
の
実
効
性
を
担
保
す
る
の

に
は
十
分
で
あ
り
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
よ
る
過
料
に
よ
る
制
裁
は
著
し
く
必
要
性
、
合
理
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
確
か
に
申
立
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
弁
護
士
会
の
懲
戒
制
度
は
、
そ
の
効
果
と
い
う
点
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
訴
訟
指
揮
の
実

効
性
の
担
保
と
い
う
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
の
目
的
に
も
資
す
る
面
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
刑
訴
法
二
七
八

条
の
二
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
類
似
す
る
効
果
を
有
す
る
制
裁
が
二
つ
弁
護
人
に
対
し
て
置
か
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

　

こ
の
主
張
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
、
両
者
が
目
的
・
性
質
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え
弁
護
士
法
に
基
づ
く
懲
戒
制
度
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
の
合
理
性
、
必
要
性
は
害
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
申
立
人
の
主
張
を
否
定
し

て
い
る
。
本
件
最
高
裁
は
こ
の
よ
う
に
判
示
す
る
に
あ
た
っ
て
最
判
昭
和
三
三
年
四
月
三
〇
日
民
集
一
二
巻
六
号
九
三
八
頁
を
引
用
し

た
。
こ
の
先
例
に
お
い
て
、
上
告
人
は
、
法
人
税
法
四
三
条
に
基
づ
く
追
徴
税
と
罰
金
の
併
科
が
憲
法
三
九
条
の
二
重
処
罰
の
禁
止
に
違

反
す
る
と
の
見
解
を
前
提
に
し
て
、
同
法
四
八
条
で
逋
脱
犯
が
成
立
す
る
場
合
は
、
同
法
四
三
条
の
追
徴
税
を
併
科
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
旨
主
張
し
た
。
最
高
裁
は
、
追
徴
税
は
刑
罰
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
主
張
の
前
提
と
な
る
憲
法
三
九
条
違
反
を

否
定
し
、
さ
ら
に
、
罰
金
と
い
う
刑
罰
に
よ
る
威
嚇
だ
け
で
は
、
申
告
納
税
の
実
を
挙
げ
る
た
め
に
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
追
徴
税
の
制

度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
罰
金
刑
を
科
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
追
徴
税
を
課
さ
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
上
告
人
の

主
張
を
否
定
し
た
。
こ
の
先
例
に
お
い
て
は
、
た
と
え
類
似
す
る
効
果
を
有
す
る
制
裁
が
あ
る
と
し
て
も
、
目
的
・
性
質
が
異
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
効
果
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
新
た
な
立
法
を
行
う
こ
と
が
そ
の
新
し
い
立
法
の
必
要
性
、
合
理
性
を
損
な
う
も
の
で
は
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な
い
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
最
高
裁
の
判
断
は
、
あ
る
手
段
を
と
っ
た
目
的
を
重
視
し
て
検
討
を
行

う
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

あ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
別
の
目
的
に
も
資
す
る
よ
う
な
効
果
を
伴
う
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
は
副
次
的
に
生
じ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
現
に
そ
の
別
の
目
的
が
実
現
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
別
の
目
的
の
達
成
を
直
接
意
図
し
て

新
た
な
手
段
を
設
け
る
こ
と
が
、
副
次
的
効
果
を
も
た
ら
す
手
段
が
既
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
性
、
合
理
性
を
欠
く
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
最
高
裁
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
件
に
お
い
て
、
弁
護
士
法
に
基
づ
く
懲
戒
は
、
訴
訟
指
揮
の
実
効
性
の
担
保
と
い
う
効
果
を
有
す
る
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

あ
く
ま
で
そ
の
効
果
は
副
次
的
に
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
も
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
制
定
前
に
は
、
裁
判
所
の
訴
訟

指
揮
に
従
わ
ず
当
事
者
が
法
廷
に
出
頭
し
な
い
事
例
が
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
指
揮
の
実
効
性
の
担
保
と
い
う
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
新
た
に
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
よ
る
過
料
を
設
け
る
こ
と
の
必
要
性
、
合
理
性
は
、
弁
護
士
法
に
基
づ
く
懲
戒

制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の
理
由
付
け
は
、
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
（
三
）　

弁
護
士
の
自
治
と
の
関
連

　

申
立
人
は
さ
ら
に
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
基
づ
く
過
料
の
決
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
五
項
に
よ
り

裁
判
所
は
所
属
弁
護
士
会
又
は
日
弁
連
に
処
置
請
求
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
弁
護
士
の
自
治
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
旨
を
主

張
し
た
。
こ
の
点
に
つ
き
最
高
裁
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
五
項
に
基
づ
く
処
置
請
求
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

処
分
を
行
う
か
は
処
分
権
者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
処
分
を
執
り
行
わ
な
い
こ
と
も
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る）12
（

。
実
際
に
、
本
件
に
お
い
て
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申
立
人
ら
に
対
し
て
懲
戒
処
分
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り）13
（

、
こ
の
処
分
権
者
の
裁
量
が
形
式
上
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
評

価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
弁
護
士
法
に
お
い
て
、
一
般
人
を
含
め
、
す
べ
て
の
者
が
弁
護
士
の
懲
戒
を
請
求
で
き
る
と
規
定
し

て
い
る
の
は
、
弁
護
士
の
誠
実
性
や
品
行
を
保
つ
た
め
に
、
法
廷
内
外
を
問
わ
ず
、
広
く
弁
護
士
の
非
行
を
認
知
す
る
た
め
で
あ
る
が
、

こ
の
弁
護
士
の
職
務
執
行
上
の
品
行
を
保
つ
と
い
う
目
的
か
ら
す
る
と
、
法
廷
内
で
の
非
行
に
つ
い
て
検
察
官
も
し
く
は
裁
判
官
は
そ
も

そ
も
当
然
に
報
告
す
る
べ
き
で
あ
る
と
も
い
え
る）14
（

。
以
上
の
点
に
照
ら
す
と
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
に
よ
り
過
料
の
決
定
を
し

た
と
き
に
、
処
置
請
求
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
弁
護
士
の
自
治
を
損
な
う
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

四　

お
わ
り
に

　

本
決
定
は
、
弁
護
人
も
し
く
は
検
察
官
が
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
出
頭
命
令
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
た
場
合
に
過
料

を
科
す
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
の
合
憲
性
に
つ
い
て
最
高
裁
が
は
じ
め
て
判
断
し
た
事
例
で
あ
る
。

最
高
裁
は
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
が
必
要
性
、
合
理
性
を
欠
く
か
ら
違
憲
で
あ
る
と
の
弁
護
人
の
主
張
に
対
し
て
、
同
条
項
は

合
理
性
、
必
要
性
を
欠
く
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
違
憲
の
主
張
は
容
れ
ら
れ
な
い
と
判
示
し
た
の
み
で
あ
り
、
本
件
で
申
立
人
が

主
張
し
た
よ
う
な
「
国
家
権
力
の
介
入
を
受
け
な
い
弁
護
権
を
行
使
す
る
弁
護
人
の
弁
護
を
受
け
る
権
利
」
が
そ
も
そ
も
被
告
人
に
保
障

さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
と
か
、
そ
の
合
憲
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
審
査
基
準
を
採
用
す
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
判
示
し
て
い

な
い
。

　

本
件
に
お
い
て
申
立
人
で
あ
る
弁
護
人
ら
は
、
被
告
人
の
出
廷
時
・
退
廷
時
に
関
す
る
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮

に
従
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
訴
訟
指
揮
に
従
わ
な
い
弁
護
活
動
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
点
で
学
説
は
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る）15
（

。
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本
決
定
も
、
刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
の
立
法
事
実
に
根
拠
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
訴
訟
指
揮
に
従
わ
な
い
よ
う
な
弁
護
活
動

は
不
当
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
と
い
う
前
提
に
立
つ
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
の
よ
う
に
、
弁
護

人
が
被
告
人
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
不
当
な
法
廷
戦
術
を
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
被
告
人
も
そ
の
よ
う
な
行
為
を
弁
護
人
に
行
わ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
高
裁
は
暗
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）　

本
決
定
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
無
署
名
「
判
批
」
法
時
八
八
巻
四
号
一
二
三
頁
（
二
〇
一
六
年
）、
岡
田
悦
典
「
判
批
」
法
学
教
室
別
冊
四

二
六
号
四
五
頁
（
二
〇
一
五
年
）、
高
倉
新
喜
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
〇
号
一
三
〇
頁
（
二
〇
一
五
年
）、
村
岡
啓
一
「
判
批
」
刑
事
法
ジ

ャ
ー
ナ
ル
四
九
号
一
九
二
頁
（
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。

（
２
）　

裁
判
員
裁
判
で
は
手
錠
・
腰
縄
姿
の
被
告
人
を
裁
判
員
が
見
な
い
よ
う
に
す
る
訴
訟
指
揮
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
村
岡
・
前
掲
注（
１
）、

一
九
六
頁
。
し
か
し
、
裁
判
員
裁
判
と
は
異
な
り
、
本
件
の
よ
う
な
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
に
お
い
て
、
被
告
人
の
手
錠
・
腰
縄
姿
を
見
て
、
裁
判

官
が
被
告
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
偏
見
を
抱
く
と
は
考
え
ら
な
い
だ
ろ
う
。
辻
本
典
央
「
法
廷
内
に
お
け
る
手
錠
腰
縄
と
被
告
人
の
人
権
」
季
刊

刑
事
弁
護
八
七
号
一
三
六
頁
（
二
〇
一
六
年
）
以
下
参
照
。

（
３
）　

刑
訴
法
二
七
八
条
の
二
第
三
項
で
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
例
外
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
と
は
、
病
気
、
事

故
等
に
よ
る
交
通
機
関
の
遅
延
な
ど
で
出
廷
で
き
な
か
っ
た
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。
河
上
和
雄
他
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法　

第
二
版　

第
五
巻
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
四
一
五
頁
参
照
。

（
４
）　

本
件
で
問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
訴
訟
指
揮
に
従
わ
な
い
行
為
は
弁
護
士
法
五
六
条
に
定
め
ら
れ
る
懲
戒
事
由
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
「
品
位
を

失
う
べ
き
非
行
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）　

落
合
義
和
他
『
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
刑
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
解
説
』（
法
曹
会
、
二
〇
一
〇

年
）
二
〇
、
二
一
頁
。

（
６
）　

司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
事
務
局
「
裁
判
員
制
度
・
刑
事
検
討
会
」
第
一
〇
、
二
二
、
二
七
、
三
〇
回
議
事
録
参
照
。

（
７
）　

同
右
。
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（
８
）　

福
原
忠
男
『
弁
護
士
法　

増
補
』（
第
一
法
規
、
一
九
九
〇
年
）、
二
三
二
│
二
三
九
頁
。

（
９
）　

同
右
。

（
10
）　

後
藤
昭
他
『
実
務
体
系　

現
代
の
刑
事
弁
護
一　

弁
護
人
の
役
割
』（
第
一
法
規
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
七
頁
。

（
11
）　

河
上
和
雄
他
編
『
注
釈　

刑
事
訴
訟
法
〔
第
三
版
〕　

第
四
巻
』（
立
花
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
一
四
六
│
一
四
八
頁
参
照
。

（
12
）　

落
合
・
前
掲
注（
５
）、
二
三
、
二
四
頁
。

（
13
）　

村
岡
・
前
掲
注（
１
）、
一
九
七
頁
。

（
14
）　

福
原
・
前
掲
注（
８
）、
二
四
四
│
二
四
八
頁
。

（
15
）　

渥
美
東
洋
『
全
訂　

刑
事
訴
訟
法　

第
二
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
二
九
九
│
三
〇
〇
頁
、
青
柳
文
雄
『
五
訂　

刑
事
訴
訟
法
通
論　

上
巻
』（
立
花
書
房
、
一
九
七
六
年
）
一
九
二
頁
、
団
藤
重
光
『
新
刑
事
訴
訟
法
綱
要
』（
創
文
社
、
一
九
六
七
年
）
一
一
七
頁
、
荒
木
智
雄
他

「
座
談
会
・
弁
護
士
の
真
実
義
務
と
誠
実
義
務
を
め
ぐ
っ
て
」
現
代
刑
事
法
五
八
号
七
│
一
六
頁
（
二
〇
〇
四
年
）、
村
岡
啓
一
「
被
疑
者
・
被
告

人
と
弁
護
人
の
関
係 

㊀ 

」
季
刊
刑
事
弁
護
二
二
号
二
五
│
二
六
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）、
天
野
憲
治
「
訴
訟
指
揮
権
と
弁
護
権
」
自
由
と
正
義
二
九

巻
一
一
号
九
│
一
〇
頁
（
一
九
七
八
年
）。

（
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）


